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◇ 新 春 サ イ ク リ ン グ お わ る ◇ 

 平成19年新春サイクリングが１月14日（日）開催された。今回は草加七福神めぐりで、９時15分に県越谷地方

庁舎駐車場をスタートし、一路草加に向けて綾瀬川沿いを走る。この川は汚れた川としてワースト１になったこ

とがあったが、このごろは住民の努力の結果、かなりきれいな川になった。 

 最初に三峰神社に行く。今まで七福神めぐりを何度かおこなったが、余りにも簡素なので驚く。どうやら草加

七福神は自治会等が管理しているため全く派手さがなくこじんまりしているようだ。一つの神社で２つの神様が

祭られているところもあり、実際には５箇所を回って満願達成。 

 最後に産業会館により草加の産業について少し学ぶ。草加にはせんべい屋が50件近くあり、それぞれ独自のせ

んべいを作っているそうだ。各自いろいろなせんべいを買っていたが同じ種類のものがないのが不思議だ。サイ

クリストは結構変わりものが多いので、皆好みが少しずつ違うようだ。もと来た道を走り12時にスタート地点に

もどった。 

 

◆埼玉県青少年団体連絡協議会研修会・交流会 
 埼玉県青少年団体連絡協議会の全体研修会が１月27日、浦和ワシントンホテルで開催され、協会から６名が参加

した。駒沢大学萩原助教授から「居場所の場をデザインする」という講演があった。 

 講演の後、萩原氏も同席されて交流会が開催され、青少年団体12団体から69名が参加した。各団体紹介などもあ

って久しぶりの交流でお互いの意識を高めた。 

 このところ青少年を取り巻く事件が多発しているが、これを防ぐのには家庭・学校・地域の三位一体の協力が必

要である。ガードマンを雇うのもいいが、もっと地域で取り組む必要がある。近所づきあいが希薄化しているが、

もう一度自分達の街は自分達で守ることや団体活動を通じて心の触れ合いを高めることが必要である。 

 

＜インフォメーション＞ 

◆第22回センチュリーラン埼玉 

期   日 平成19年５月27日（日） 雨天決行 

集合・ｽﾀｰﾄ 集合＝７:00(北荒川運動公園) スタート＝７:30～８:30 

内   容 規定された自転車で、設定された160／80kmの一般道路（サイクリング専用道路を含む）を、交通

法規を厳守して８／５時間以内で走る。 

車種・服装 車両法で定められた保安部品(前照燈･警報器･後部反射鏡等)を装備した自転車（トラックレーサ除

く）。必ずヘルメットを着用する。 

      ◎ＬＥＤライトは規格のばらつきがあるので、役員の指示にしたがうこと。 

コ ー ス 参加申込者にコース地図を配布する。事前に試走することが望ましい。 

      スタート･ゴール地点＝吉見町北荒川運動公園管理センター前 

      ※コース：吉見→川島→伊奈→利根大堰→藤武橋→寄居→大里→花園橋→吉見（160km） 

           吉見→川島→伊奈→利根大堰→吉見（80km) 

参加資格 16歳以上の者で自己の責任においてサイクリングのできるもの。 

      但し18歳未満の者は親の同意が必要。 

定   員 250名（先着順） センチュリー（160km）100名、ハーフセンチュリー（80km）150名 

参 加 費 JCA・SCA会員 3,000円 その他 4,000円（傷害保険･記念品他） 

申   込 申込用紙に記入の上、参加費（郵送の場合は必ず振替用紙にセンチュリー参加費と記入）を添えて

事務局か最寄りの連絡所へ申し込む。 ※書留での受付は行わない。 

申込締切 平成19年４月18日（水） 

そ の 他 センチュリーへのエントリーは、埼玉県協会のハーフセンチュリー完走経験がある人。 

 

 



◆自転車に乗れない人の自転車教室 

 乗れない人の自転車教室がさいたま市レクリエーション協会のレク教室の一環としてさいたま市サイクリング

連盟との共催事業として３月21日開催する。５時間位でほとんどの人が乗れるようになる大変好評な事業であり、

自転車環境改善のためにも多くの人が自転車に乗ってもらって、もっと身近なものに関心を持ってもらうことが

大切だ。 

 

◆平成19年度協会事業予定 ＊あくまでも予定ですので、事前に確認してください 

９/30  第49回埼玉県サイクリングラリー 

９/９  第43回関東甲信越ブロックサイクリングラリー（群馬・伊香保） 

10/20  第11回サイクリストの集い 

10/28  第６回ハーフセンチュリーラン 

11/11  第20回サイクルＯＬ大会（自転車を使ったオリエンテーリング） 

１/20  第22回新春サイクリング(新年走り初めサイクリング) 

３/23  自転車に乗れない人の自転車教室 

 

「ぐるっと埼玉ポイント50」を走り終えて 

 今、振り返ると「よく走れたな」「案外走れてしまうもんだな」という２つの気持ちが湧いてきます。協会か

ら送られたコースガイトを見たとき「全コース走破は無理。30位まわれば‥‥」と思いました。しかし気ままに

走りポイントが増えるにつれ、いつか気持ちは“完走”へと変わったのです。そうなると効率良くまわるためき

ちんと計画をたたねばなりません。時間や体力の問題はもちろん、財布まで軽量化されている昨今です。 

 宿泊だめ、輪行も最小限にとどめるという計画でいざ遠方に出発したものの、折角ここまで来たのだから温泉

入浴やら、家族へのお土産をと売店での物色やらで全く計画倒れになったこともしばしば（笑）。 

 つまりいつしか“温泉と旨いもの探しの旅”になってしまったわけです。ともあれ何とか完走。満足度は80点

位かな。今思うと、実施期間を数ヶ月早めて欲しかったです。そうすれば越生の梅林の梅、権現堂の桜など季節

感が伴い、より一層良いものになったのではないかと思います。 

 最後に、今回は協会の記念企画とのことですが、今回だけでなく趣向を変えて毎年実施していただけたらと思

っています。本当に思い出に残る楽しい企画でした。                    穂積嘉夫 

 

「お知らせ」 

 ｛会員登録｝ 

平成19年度会員登録を３月からおこないます。会員登録はSCAから郵送した会員申込書で手続きを取って下さい。

また会費は振替でお願いします。その際会費なのか、大会参加費（センチュリー等）なのか明記をお願いします。 

尚、ＳＣＡ会員でスポーツ保険に加入する場合は、団体活動中でないと保険の適用が困難ですので、自転車に乗

っている時すべてに対応するＪＣＡ保険の加入をおすすめします。 

※ 書留での郵送はご遠慮下さい。 郵便振替 ００１７０－８－５６２２８ 
 ｛ぐるっと埼玉ポイント50の継続について｝ 

 穂積さんの要望にもあるように、平成19年も同イベントを実施します。希望者は協会まで参加費1000円を添え

て申し込みください。小為替が便利ですが、郵便振替でも結構ですがかならず「ポイント50参加費」と明記して

ください。   ※実施期間 ４月１日～12月31日 

  

≦事務局だより≧ 
□事務取扱は毎週水曜日（10:00～16:00)、第１･３土曜日（13:00～16:00）です。できれば事前に電話するか、

協会ホームページのカレンダーにて確認してお出かけ下さい。 

□常任理事会、SCLC･役員総会予定 

 常任理事会 月日（土）18:00～ 浦和地方庁舎別館Ｂ会議室 

 SCLC総会  ４月21日（土）13:00～ 浦和地方庁舎別館Ｂ会議室 

 役員総会  ４月21日（土）15:00～ 浦和地方庁舎別館Ｂ会議室 

《編集後記》 
■ 昨年はとても寒い冬だったが今年は全世界的に暖かい冬であった。異常気象が起きていることは確かだが、意

外と我関せずの人が多い。自転車に乗ることは温暖化を抑制するのに一役をかっていることをもっとピーアール

しよう。 


